
令和２年度 大阪府立刀根山高等学校 第１回学校運営協議会 報告 

 

日時：令和２年７月 27 日（月）午後３時～午後４時 30 分 

場所：校長室 

出席者：岩槻会長、成瀬副会長、仲委員、山本（重）委員、宮下委員、山本（彰）委員 

    安田校長、赤岸事務長、川村教頭、大坪首席、木原首席、越智教諭、川西教諭、 

濱本教諭、下鶴教諭 

 

１ 開会宣言 

 

２ 校長挨拶（安田校長） 

今年度、新型コロナ感染症の影響のために期日の決定が急となったことにお礼。 

本日はまずこの運営協議会の今年度組織についての確認を行います。次にこの事態に

本校の事態への対応と今年度の取り組み予定を、令和２年度学校経営計画について、議論

を依頼。 

 

３ 大阪府立刀根山高等学校 学校運営協議会 実施要項 及び 傍聴規則 資料により確認 

 

４ 運営協議会会長、副会長選出 成瀬委員の推薦にとり、岩槻委員を会長に決定。 

岩槻会長の指名により、成瀬委員を副会長に決定。 

 

５ 運営協議会会長挨拶 

 新型コロナウィルス感染症の対応では、大学でも非常に苦労しながら、リモート授業等を

実施中。刀根山高校でも対応に苦慮されていると聞く。本日は、ご説明を聞きたい。 

 

６ 運営協議会委員の自己紹介  自己紹介形式で実施 

 

７ 運営協議会事務局スタッフの紹介 自己紹介形式で実施 

 

８ 学校経営計画について   安田校長より説明 

 昨年度と大きな変化はない。ICT 環境についてはさらに充実を進めたい。 

 どの項目も着実に伸ばしたいと考えている。 

 

９ 臨時休業期間中の対応等について （安田校長） 

 入学式も実施できず。５月も数日間登校日を設定できただけであった。 

 生徒たちの学習を保障するために、まず、学習教材等の送付をレターパックでおこなった



が、学校に措置されている通信費をほぼ全額利用することになり、今後の予算に不安を残し

ている。郵送には限りがあるため、４月末にオンラインでの学校－生徒間のやり取りができ

るシステムとして、教育産業が運用している学習支援クラウドサービスの活用をく生んで

いたが、無料利用期間が突然終了することとなり困惑した。GW 中に代替のシステムを検討

し、他の学習支援サービスを活用することを決定した。情報技術に長けた教員が主導し、全

教員が構築のために動き導入に至ることができた。このシステム構築を 3 週間で達成でき

たことは自負している。この学習支援クラウドサービスを活用して、生徒の健康状態のチェ

ックや動画・教材の配信をオンデマンド型で行った。研修チームの率先し、手探り状態の教

員をまとめ、配信用の課題の作成を頑張ってくれた。課題として、家庭での通信環境によっ

て、課題を見ることができない生徒がいる、学校の情報機器が少なく教員の課題作成に差し

障りがあるなど、個別の対応が大変であった。こののちに教育委員会がサポートに動き出す

が、これを待たずに本校独自に構築したことは生徒にとっても意義があった。 

 次に学習保障のため授業日数を確保するようにという指示が大阪府教育委員会からでて

おり、１学期は８月７日まで授業を行い、２学期も８月 17日から始める予定である。かな

りの過密日程であり、生徒だけでなく教員の健康ついても非常に心配している。 

その影響もあり学校行事については、様々な変更を検討している。入学式は、入学セレモ

ニーとして生徒のみ、内容も限定して実施し、保護者にはダイジェスト映像を配信した。6

月実施予定であった体育大会は 10 月ごろまで延期する予定で実施種目についても検討して

いる。文化祭は９月末に実施するが、一般客の来場はできないと考えている。この２つの行

事は開催意義がしっかりとあるとともに生徒たちが大変楽しみにしているので、生徒たち

の声も聞きながら検討している。修学旅行は 12月に北海道に行く予定であるが、感染症対

策などを万全にしながら、実施したいと考えている。校外学習については、２学期以降に延

期して状況を考慮しながら実施したいと考えている。 

 先ほども話したが、校内の ICT 機器の充実にも力を入れていきたいと考えている職員室

と体育教官室には、専用の通信回線をから Wi-Fi の無線通信を可能にしたり、動画作成用

PC・機器の導入等、また活用方法の工夫を検討している。 

 

１０ 協議 

（宮下委員） 

 困難な状況の中、先生方が頑張っていただけていることが良く分かった。オンライン授業

のシステム構築などすごいと思います。後援会としても学校にお手伝いできることを考え

ていきたい。 

（成瀬副会長） 

 中学校でも臨時休校中の家庭への連絡等、非常に苦労しました。また、学校行事の内容に

ついては議論をしながら、決めていかねばならず、例年より準備に時間がかかっている。 

（岩槻会長） 



 大学では、ほぼ全ての授業をオンライン実施しており、キャンパス内には生徒がいない状

態になっている。授業の準備は、初め大変であったが、今は慣れてきたと感じている。高校

でも大変だと思うが、頑張っていただきたい 

（山本（重）委員） 

 新型コロナウィルス感染症の影響により公民館で主催する各種行事も中止等になってい

るが、人数を制限して実施する予定であるので、刀根山高校には生物エコ部の協力や裏山の

利用の許可をお願いしたい。 

（仲委員） 

 自治会での例年どおりの行事開催は豊中市からの指示もあり、実施できないと考えてい

る。刀根山小学校の分散登校時は刀根山高校の登校と重なった時間帯があった。小学生もみ

ているので、登校マナーの徹底（横断歩道を必ずわたるなど）をお願いしたい。 

（山本（彰）委員） 

 先生方には子どもたちがお世話になっております。PTA としても学校に協力していきます

ので、今後とも連携をお願いします。 

 

１１ その他  特になし 

 

1２ 校長謝辞 

 本日は励ましのお言葉が何よりありがたい。生徒が前を向けるよう全力を尽くしい。 

 

1３ 閉会の辞 

 


